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2. 一回換気量コントロール 
パラパックベンチレータはフロージェネレータ、タイムサイクルのベンチレータです。
一回換気量は送気流量×吸気時間で得られます。救急用途を容易にするため、呼吸回
数と一回換気量の設定組合せを示す色別領域をそれぞれに配し、一回換気量として設
定目盛りは校正されていますが、実際には送気流量を６～６０L/分の範囲で調節しま
す。一回換気量の校正目盛りは目安となっており、呼吸回数の設定変更時には、一回
換気量設定も微調整することが必要になります。詳細は付録Ｄを参照してください。 
 
フロントパネルの調節ダイヤルの校正目盛りは直線的な変化とはなっておりません。
校正されていない一回換気量設定値のおおよその位置を求めるには、呼吸回数を決め
た上で目標となる送気一回換気量を下記早見グラフ参照の上、患者の胸の膨らみや気
道内圧を監視しながら適した送気一回換気量となるよう、設定一回換気量ダイヤルを
微調整してください。換気量モニタを使用すればより確実に目標一回換気量の確認が
可能となります。 
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